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実験・測定内容 

Poly(ε-Caprolactone) (PCL)は，生体適合性と生分解性を有する疎水性高分子であ

る．また，親水性高分子である Poly(ethylene glycol) (PEG)とのブロック共重合体 

(PEG-b-PCL)を合成することで，水中で自己組織化する安定なミセル構造を形成する

ことができる．本研究では PCL 連鎖中に，π-π 相互作用の効果が期待できる芳香族

基を結合方法を変化させながら導入し，芳香族基を有する薬物分子の安定化におけ

る化学構造の違いを明確にする。本試験では、薬物封入割合と臨界ミセル濃度（cmc）

を追跡することによって目的を果たす． 

実験・測定に 

よって得られた 

結果や課題 

基本となる PEG-b-PCL と比較して、カプロラクトンのカルボニル近傍に安息香酸を同

流したポリマー（PEG-b-Poly(-BACL）)とカルボニルから離れた位置にフェニル基が

導入されたポリマー（PEG-b-Poly(γ-PhCL）)を比較すると，PEG-b-Poly(-BACL の

方が主鎖の自由度が低く，ポリマー鎖同士のπ-π結合が起きやすく低い cmc に繋が

り，その結果高い薬物封入率に寄与したと考えられた．一方，PEG-b-Poly(γ-PhCL）

においては，カルボニル期から離れていることにより主鎖の自由度が大きくなり，ポリマ

ー鎖の運動性が大きくなったために，高い cmc と低い薬物ローディング率になったと

推察された． 

以上の結果より，π-π結合を利用した芳香族の導入によるミセルの安定化におい

て，その結合場所が大きく影響するものと考えられた． 

 


